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今
年
度
も
よ
ろ
し
く

　

お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　

四
月
一
日
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
︑
花
山
地
区
の
協
力
隊
三
名
も
︑
千
葉
市
長
か
ら

今
年
度
の
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
て
き
ま
し
た
︒

　

栗
原
市
全
体
で
も
︑
今
月
か
ら
四
業
務
六
名
が
新
た
に

着
任
と
な
り
︑
七
業
務
十
四
名
体
制
と
な
り
ま
す
︒

　

花
山
地
区
の
協
力
隊
は
︑
今
月
末
で
千
葉
が
任
期
満
了

に
伴
い
退
任
と
な
り
︑
当
面
は
二
名
体
制
と
な
り
ま
す
が
︑

﹁
湖
畔
の
み
せ 

旬
彩
﹂
の
運
営
や
︑
空
き
家
片
付
け
隊
の

取
り
組
み
︑
移
住
・
定
住
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
︑

今
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

　

今
年
度
も
地
域
の
み
な
さ
ん
と
共
に
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
︒
引
き
続
き
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

　

普
段
は
農
山
村
交
流
セ
ン
タ
ー
や
旬
彩
に
お
り
ま
す
の

で
︑
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
︑
お
声
が
け
く
だ
さ
い
！

「都会を離れて地方で生活したい」
「地域社会に貢献したい」
「人とのつながりを大切にして
生きていきたい」「自然と共存したい」
「自分の手で作物を育ててみたい」…。
　今、都市に住む人たちが様々な理由で、豊かな自然
環境や歴史、文化などに恵まれた「地方」に注目して
います。

「地域おこし協力隊」は、人口減少や高齢化等の進行
が著しい地方において、地域外の人材を積極的に受け
入れ、地域協力活動を行ってもらう制度です。
地域外人材の定住・定着を図ることで、意欲ある都市
部住民のニーズに応えながら、地域力の維持・強化を
図ることを目的に総務省が実施しています。
　全国各地に6,000人以上の隊員がおり、最長で３年間
の任期中それぞれの地域で様々な活動を行っています。

第１話

〜色々と
　やっていますの巻〜

　

４
月
に
入
っ
て
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
︒

自
然
薯
は
芽
出
し
を
始
め
つ
つ
︑
溝
を
掘
っ
て
い
き

ま
し
た
︒
鍬
と
ス
コ
ッ
プ
で　
ｍ
ほ
ど
掘
り
進
め
ま

し
た
︒
こ
れ
か
ら
パ
イ
プ
を
入
れ
て
い
き
ま
す
︒

じ
ゃ
が
い
も
の
畝
立
て
も
併
せ
て
進
め
て
い
ま
し
て
︑

３
品
種
を　
　

 

ず
つ
植
え
て
み
ま
す
︒

　

他
の
野
菜
の
苗
作
り
も
開
始
し
︑
唐
辛
子
や
キ
ャ

ベ
ツ
︑
ピ
ー
マ
ン
等
　々

品
目
く
ら
い
を
種
１
袋
分

ず
つ
で
作
っ
て
み
ま
す
︒

昨
年
は
苗
を
買
っ
て
く
る
こ
と
も

多
々
あ
っ
た
の
で
︑
今
年
は
練
習

で
種
か
ら
育
て
て
み
て
︑
来
年
か

ら
量
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
な
と

考
え
て
い
ま
す
︒

シーズン２

50

10
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【栗原市の地域おこし協力隊】7業務14名
・花山地区小さな拠点づくり推進及び移住定住推進業務(３名)
・栗駒山麓ジオパーク推進業務(２名)
・栗駒地区「六日町通り商店街 シャッター開ける人！」(２名)
・“くりでん”に関する業務(１名)
・築館地区商店街振興業務(２名) ・栗原市農泊推進業務(２名)
・交流・移住プラットフォーム創出プロジェクト推進業務(２名)
・金成有壁地区「旧宿場町をにぎわす人！」(募集中)

▲市長と記念撮影！

▲定住戦略室の皆さんとも１枚。
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突撃！
～栗原市で活動する
　  地域おこし協力隊を紹介します～

　　　　　　　　　　　栗原市内では、花山も含め
　　　　　　　　　　計７つのテーマで、総勢１４
名の地域おこし協力隊が活動しています。
　花山以外の協力隊の活動を今月もご紹介します。
今月は先月に引き続き、10月に着任したばかりの
農泊をテーマにした協力隊の活動紹介です！

　はじめまして！栗原で農泊をテーマに活動してい
る櫻庭伸也（さくらばしんや）と申します。青森生
まれの神奈川育ち、社会人になってからは東京でビ
ルに囲まれながらITの仕事を行ってきました。
　農泊とは、日本ならではの伝統的な生活体験や地
元の人々との交流を楽しむことができる「農山漁村
滞在型旅行」のことです。栗原は魅力的な自然や食
べ物、伝統などが豊富にありますが、一番は外から
来た私を温かい言葉で受け入れてくださる「栗原の
人」がとても魅力的だと感じています。
　そんな栗原の魅力を農泊により多くの人に実感し
ていただいて、何度も栗原
に通っていただき、住みた
い人が増えるよう活動して
いきますので、これからも
よろしくお願いいたします！

　近頃の情勢で外出自粛と制限されている
中で、展示させていただいた写真展。
くりこま高原駅では、栗原市外の方が見て
いる姿もあり、「良い笑顔ね」と、かがやく
女性を見てほほえんでくれました。
そのたび、私は、自信満々に
「はい、そうなんです！」と、返事をして
いました。

花山の人にフォーカスをあてて、
“ここには、こんなにたくさん活躍している人達がいるんですよ～！”と、
まずは、地区内外に向けて知ってもらう機会を増やそう。
移住定住推進業務を主とする花山の地域おこし協力隊に着任してから、
常にこのことを頭に入れながら活動していました。

私はとても幸運で、花山のみなさんはもちろん、私達
花山協力隊を管轄している栗原市役所のみなさんにも
恵まれて、「これ、やってみたいです！」の提案を、
否定することなく「いいよ」と受け入れていただいた
からこそ、成り立った３年間だと思っています。
協力隊は退任、となりますが、なにしろ本籍が花山に
なりましたので、今後も、お世話になることかと思い
ます。あとは、元気な赤ちゃんを産んで、みなさんに
報告できることを目標に、過ごしたいと思います。
本当に、ありがとうございました！

2020年4月30日退任
栗原市地域おこし協力隊　千葉(村山) 喜子

無事
終了!

3月24日(火)～4月13日(月)

旬彩湖畔のみせ
Kohan no mise SHUNSAI

※4月24日(金)プレオープン

4月25日(土)～ 
　今年の営業をスタートします！

【カフェ・販売エリア】
　土・日・月曜・祝日
　午前10時～午後4時
【ランチ】日曜・祝日
　午前11時～午後2時
  （完売次第終了）
【イワナの塩焼き】
　不定期で実施
　午前10時～完売次第終了

営業日・営業時間

　昨年から、一般社団法人はなやまネットワーク
で運営を開始した「湖畔のみせ 旬彩」。
　昨年11月より冬季休業に入っておりましたが、
今年の営業を4月25日(土)より開始いたします！
　みなさんに、よりくつろいでいただける空間と
なるよう、精一杯運営させていただければと思い
ますので、どうぞよろしくお願いいたします！
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、営業内容を
　急遽変更させて頂く場合がございます。
　予めご了承ください。
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